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ぱちんこ依存問題相談機関 認定特定非営利活動法人 リカバリーサポート・ネットワーク
発行日 2014 年 1 月 23 日 第 81 号

ぱちんこ依存問題相談機関からのメッセージ

小さなつぼみに過ぎない私たちの活動が、桜前線のように南の島沖縄から日本中に回復支援の
輪となって広がり、これらを必要とする人たちに届くことを願って名づけました。

81号

さくら通信とは…

ぱちんこ依存の相談は  050-3541-6420 月～金 10時～ 16時（土日祝祭日除く）

【お知らせ】【活動報告】

パチンコ業界誌、全国のギャンブリング、薬物、アル
コール問題の相互援助グループ・回復支援施設28カ
所からニューズレター・出版物が届きました。ありが
とうございました。

2013年12月18日に第11回「パチンコ依存問題研
究会」が東京にて開催され、西村代表が参加しました。
かなり良い調査票の作成が進んでいます。2014年1
月15日に第12回が開催されました（次号報告予定）。

・テスネット佐藤さん取材来訪（2014/1/20）
・稲村厚司法書士事務所 稲村厚さん来訪（2014/1/25）

取材・視察来所

RSNに届いた寄贈品
（12月1日~12月31日）

（公財）日工組社会安全財団 第11回「パチ
ンコ依存問題研究会」（2013/12/18）

依存の問題の支援に携わる人たちの勉強
会（横浜勉強会）からのお知らせ

公益財団法人おきなわ女性財団主催 
「平成25年度啓発学習事業 第5回相談員
研修」講師（2014/1/11）

財団法人たんぽぽの家主催
「ケアする人のケア」セミナー九州大会講
師(2014/1/19)

1月も末となってしまいましたが、新年あけましておめでとうございます。皆様のご支援によって、また新しい
活動の一年を迎えることができました。本年も、微力ながら、知恵を絞って社会貢献に務めて参りたいと思って
おります。リカバリーサポート・ネットワークの活動へのご理解とご支援をよろしくお願い申し上げます。

昨年は、年明け早々から月に 300 件前後の相談件数が続き、相談対応に追われる一年でしたが、昨年末は
久しぶりに相談件数が 200 件を下回りました。年末になると、寒さ、師走の忙しさなどから、パチンコユー
ザーの足がホールから少し遠のくようです。普段のストレスに一息ついて、誰かと家でのんびり過ごしたくな
ったなど温かい理由ならば言うことはありませんが…。何はともあれ、相談件数の一時的減少は、年末のボー
ナスが出ない RSN スタッフにとっては、ささやかなプレゼントになりました（相談機関が、相談件数が減っ
て一息ついているのも申し訳ないのですが…）。束の間の休息は過ぎ、年明けから早速電話は鳴り続けています。

今年は、IR 推進法が国会で審議されるなどギャンブリング問題に関する新たな展開が予想されます。パチ
ンコ・パチスロなどの日常娯楽の問題とカジノ問題は、議論の軸が
異なるとはいえ、パチンコ関連問題にもあらためて注目が集まるこ
とが予想されます。相談機関である私たちは「相談を受けて、困っ
ている人の役に立つ」という単純かつ明快な活動を追及していくの
みではありますが、変わりゆく時代のなかで、また一年試行錯誤を
続けたいと思います。（代表理事 西村直之）
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2014年1月11日に公益財団法人おきなわ女性財団
主催 「平成25年度啓発学習事業 第5回相談員研修」

（沖縄）にて「相談員のセルフケア」のテーマで西村代
表が講師を務めました。

2014年1月19日に財団法人たんぽぽの家主催「ケ
アする人のケア」セミナー九州大会（福岡）にて「痛み
を分かち合う」のテーマで西村代表が講師を務めまし
た。立場を超えた理念の共有が大切と感じました。

パチンコ・パチスロ産業21世紀会賀詞交歓会出席
（1/28東京）（西村代表）

予定

 2014年２月2日（日）神奈川県司法書士会館に於い
て第10回・依存問題基礎講座が開催されます。今回の
テーマは「行動分析学からみた依存・嗜癖」です。行動
分析学の考え方の基本と、それがどのように依存問題
の理解につながっていくのかをお伝えします。

【問合せ先】 浦和まはろ相談室 ☎048-796-7630
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2013年 12月の電話相談のデータ報告

④ コーラーの年齢 ⑤ 紹介先

⑥ 経 路

n=160（初回のみ ）

2013 年 12 月 1 日～ 2013 年 12 月 31 日  相 談 件 数 198  件
2013 年   1 月 1 日～ 2013 年 12 月 31 日  累計 3,364 件  開設からの総件数     （2006 年 4 月～ ）11,727件

本 人 家族・友人 合 計
ホール内ポスター 77 6 83
インターネット 22 10 32
雑誌 10 1 11
他の相談機関 0 2 2
その他 15 8 23
不明・拒否 8 1 9
総計 132 28 160

④ コーラー年齢…本人は前月と比較して、 10代、 70代
を除くすべての年代で件数が減少しました。30代の
相談者が前年度に比べ少ない状態が続いています。家
族・友人は全体的に件数が減少したものの、幅広い年
代から均等に相談がありました。

⑤ 紹介先…本人からの相談では「ひとりで努力や工夫を
してみても、どうにもならない」と訴える方もいらっ
しゃいます。この場合、地域で安心して相談できる場
所を念頭に置きながら、現実的な紹介先を相談者と一
緒に考えています。

⑥ 経路…その他23件中2件が啓発用ステッカー、8件が
啓発用ポケットティッシュ経由でした。

12月の相談件数は198件で、前月より89件減少しました。一昨年の8月以来、16カ月ぶりに200件を下回りま
した。例年12月は、季節的な特徴として相談件数が減少する傾向があります。RSNの相談は８割以上が本人であ
るためホールの稼働状況に影響を受けやすい、ボーナス支給時期のため問題が表面化しにくいことなどが理由と
して考えられます。また、RSNの広報・啓発活動の結果、RSNの認知が遊技者に浸透しはじめ、相談件数の増加が
一段落し始めてきたとも考えられます。相談件数の変動については、引き続き注視していきたいと思います。

① 相談回数…初回相談160件（81％、前月比－72件）、複数回11件（5％、同－9件）、間違い・無言・問合せ27件（14％、
同－8件）でした。全体的に件数が減少するなか、間違い、問合せ件数は、11月のファン感謝デーの影響が残り、横
ばいとなりました。

② コーラー関係性…初回相談の内訳は、本人132件（82％、前月比－67件）、家族・友人28件（18％、同－5件）でした。
内訳の比率は本人の割合が前月から4ポイント減少しました。

③ 性別…本人性別比は、男性72％（前月73％）、女性28％（同27％）、家族・友人性別比は男性18％（同30％）、女性82
％（同70％）でした。家族・友人性別比は男性の割合が前月と比較して12ポイント減少しました。

n=160 （初回のみ）
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特集 2013年 年間データ報告（速報）
これまで電話相談データの集計は、4月~翌年3月までの12 ヵ月間でまとめ、年度データ報告書を作成してき

ました。今回から、相談件数の増加によるデータの集計、解析、報告書作成に要する作業時間の確保のために、集計
期間を年度から年に変更することにしました。本年４月配布予定の報告書より、集計期間が前年1月~12月の年集
計に変わります。今回は、年集計の速報として2013年（1月~12月）の基礎相談データの一部をご報告いたします。

ずいぶん長く遠ざかっていたダイビングを1年ほ
ど前から再開しました。よく潜っていた20数年前は、
沖縄の海がダメになってきていると言われながらも、
まだ海中には美しいサンゴや色鮮やかな様々な魚が
溢れていました。いまや沖縄本島の周辺のサンゴはほ
ぼ壊滅状態です。普天間基地の移転が予定されている
辺野古周辺が埋め立てられれば、沖縄本島最後のサン
ゴ集落も無くなってしまうかもしれません。生きてい
くということは消費していくことに他なりません。複
雑な時代や状況のなかでは、理想と現実の折り合いは

とても難しいものです。それでも、それだからこそ未
来を見据えて守り育てなければならないものがある
と感じています。多くの人たちの努力で植えられ続け
ているサンゴが、少しずつ育ち、そこに魚たちが集ま
りはじめています。依存問題も同じで、ユーザーに負
担をかけ続ければ、ある日そこには誰もいなくなって
しまうでしょう。遊技産業には、娯楽ユーザーから楽
しみを奪わないためにも、健康な娯楽の再生と創造に
向けて、より一層の取り組みをお願いしたいと思って
います。さて、お天気次第の海遊び、今週末は？

西村代表のたまにコラム
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2013 年 n=3,364

2012 年 n=2,060

2013年1月1日 か ら12月31日 ま で の 相 談 件 数 は
3,364件でした。前年より約1.6倍の増加となり、2006
年の開設以来の総相談件数は2013年12月末時点で
11,727件となりました。2012年9月以降、各遊技団体
の啓発活動の強化・多様化により月200件を超える相談
が継続して寄せられるようになりました。

地域別相談件数は北海道地域99件（前年＋62件）、東
北地域172件（同＋78）、関東地域856件（同＋358）、中
部地域435件（同＋153）、近畿地域364件（同＋166）、中
国・四国地域192件（同＋78）、九州・沖縄地域384件（同
＋96）でした。各地域ともに相談件数は前年を超えまし
た。

都道府県別では東京278件（前年＋128）、大阪218件
（同＋130件）、神奈川187件（同＋73）、千葉156件（同＋
78）、埼玉121件（同＋30）でした。遊技業界による啓発
活動の多様化と継続した取り組みが全国的な相談件数
増加につながっているようです。

●地域別、都道府県別相談件数

●相談者の関係性

●問題を抱えた本人の年齢

●相談者の相談経路

●月別相談件数

相談者の関係性では、問題を抱えた本人からの相
談2,324件84 ％（ 前 年1,332件81 ％）、家 族・友 人424
件16％（同299件18％）、ホール関係者1件0％（同2件
0％）、援助者9件0％（同12件1％）でした。2012年から
本人相談の比率は8割を超えており、本人からの相談件
数の増加傾向は続いています。

2012年 2013年
ホール内ポスター 880(53) 1524(55)

新 聞 33(2) 15(1)
インターネット 245(15) 491(18)

T V 7(0) 5(0)
雑 誌 65(4) 171(6)

他の相談機関 44(3) 34(1)
その他 258(16) 381(14)

不明・拒否 113(7) 137(5)
総 計 1645(100) 2758(100)

相談につながった本人の年齢は、30代628件27%
（前年375件28％）、20代601件26％（同310件23％）、
40代518件22％（同318件24％）、50代317件14％（同
178件13％）でした。20代の若年層からの相談比率が
増加しました。また遊技開始から短期間で問題を抱えた
10代からの相談が65件ありました。

相談経路を見ると、ホール内ポスターを経由して相談
につながる方が最も多く全体の55％を占めました。ま
たインターネットを経由した相談増加も目立ちます。パ
チンコ・パチスロ雑誌情報誌一社に、啓発ポスター掲載
のご協力をいただいており、情報誌の読者の方からの相
談が171件ありました。

（初回のみ 表カッコ内はパーセント）

2013年 年間データ報告書のお知らせ
2013年1月~12月までの1年間の相談データをまとめた電話相談事業報告書を4月上旬に発行・配布を予

定しています。毎年、相談記録の集積方法に改良を加えており、今回の報告書でも一部ですが、より詳細な情
報を掲載できるよう企画しています。報告書を希望される方はRSNまでご連絡下さい。
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家族教室 / 相談
都道府県 名  称 日  程 時  間 主  催 問合せ先

宮崎県 
依存症専門診療相談 毎月第１・3月曜日 午  後

宮崎県精神保健福祉センター 0985-27-5663ギャンブル依存症者の
家族のつどい 要問合せ 13:30 ～ 15:30

熊本県 依存症家族ミーティング 2月21日（金） 13:30 ～ 15:30 熊本県精神保健福祉センター 096-386-1166

佐賀県  ギャンブル依存症・
家族教室 毎月第4火曜日 14:00 ～ 16:00 佐賀県精神保健福祉センター 0952-73-5060

長崎県 家族のつどい 毎月第3火曜日 13:30 ～ 15:30 長崎こども・女性・障害者
支援センター 095-846-5115

山口県 ギャンブル依存症の
家族相談

まずは電話相談を
ご利用下さい 山口県精神保健福祉センター 0835-27-3388

鳥取県 ギャンブル依存症やその
対応についての相談 月～金 8:30 ～ 17:15 鳥取県立精神保健福祉センター 0857-21-3031

愛媛県 依存症に関する相談 月～金   8:30 ～ 17:15 愛媛県心と体の健康センター 089-911-3880
高知県 家族支援プログラム 偶数月 第1月曜日 要問合せ 高知県立精神保健福祉センター 088-821-4966

 滋賀県
アディクションセミナー 奇数月 第2木曜日

要問合せ 滋賀県立精神保健福祉センター 077-567-5010
家族交流会 偶数月 第2月曜日

福井県 依存症を考えるセミナー 毎月第1水曜日 10:00 ～ 12:00 福井県精神保健福祉センター 0776-26-7100
石川県 依存症教室 2月25日（火） 10:00 ～ 12:00 石川県こころの健康センター 076-238-5761

長野県 依存症家族グループ
ミーティング 毎月第2、第4木曜日 13:30 ～ 15：30 長野県精神保健福祉センター 026-227-1810

神奈川県

個別相談 要予約 10:00 ～ 16：00 認定NPO法人ワンデーポート 045-303-2621
依存症電話相談 毎週月曜日 （祝日除） 13:30 ～ 16:30 神奈川県精神保健福祉センター  045-821-6937  
薬物・ギャンブル
問題家族セミナー 2月25日（火） 14:00 ～ 16:00 川崎市精神保健福祉センター 044-201-3242

東京都

家族教室 毎月第2週から
第4週の木曜日 13:00 ～ 15:00 東京都立多摩

総合精神保健福祉センター 042-371-5560

アルコール・ギャンブル
依存症問題で
お困りの方へ

毎回金曜日 10:00 ～ 12:00 東京都立中部
総合精神保健福祉センター 03-3302-7711

ギャンブル
家族教育プログラム 毎月第3金曜日 14:00 ～ 16:00 雷門メンタルクリニック 03-5828-3841

埼玉県 ギャンブル依存症の相談 月～金  9:00 ～ 17:00 さいたま市
こころの健康センター 048-851-5665

北海道  ギャンブル研究会 毎月第2・4火曜日 18:30 ～ 20:00 北海道立精神保健福祉センター 011-864-7000

都道府県 名  称 日  程 時  間 主  催 問合せ先

沖縄県 
依存の問題の支援に携わ
る人たちの勉強会in沖縄 2月15日（土） 10:00 ～ 12:00 依存の問題の支援に携わる

人たちの勉強会
098-871-9671

（RSN）

参加費 500円 事前申し込み必要（依存の問題を持つ本人と家族は参加できません）

神奈川県 
行動分析学からみた
依存・嗜癖 2月  2日（日） 13:30 ～ 16:00 依存の問題の支援に携わる

人たちの勉強会
048-796-7630
浦和まはろ相談室

参加費 1,000円 事前申し込み必要（依存の問題を持つ本人と家族向けではありません）

2014年1月23日発行
発行所
認定特定非営利活動法人 リカバリーサポート・ネットワーク
〒903-0125 沖縄県中頭郡西原町上原 103 ルボワYARA2F
    電話＆FAX : 098-871-9671 （事務専用回線）    
    Email: recovery-support-net@theia.ocn.ne.jp
    http://rsn-sakura.jp
お問い合わせや確認のお電話は事務用回線をお使い下さい。

さくら通信 第81号 月刊

セミナー等

ぱちんこ依存問題で困っていませんか？

相談専用回線（IP 電話）

050-3541-6420
月曜日～金曜日（祝日は除く）10：00 ～ 16：00

電話料金の目安
一般加入電話からの場合 全国一律 11.3 円 /3 分

      携帯電話からの場合   15.7 ～ 42 円 /1 分

情報掲示板


